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昭和 25 "ド (1950) 11 J1, 東京都大島支庁林務課長三投票UJ氏が突然著者の一人イ.jt)jiiを訪

ね， ;:)(のようなととを誹った。 r大島支庁作内の利島のツパキに，とこ数年来的守らしいもの

が発生してその被告:は拡大のー注をたどれ搾iIl:J量は以前の 1;3 に減少した。との島の住民は

ほとんどツパキで生計をたてているものであるため，今や死活問題としてさわが~l..ている。こ

れに対していかなる対策をとったらよいものであろうか」と c 同氏が持参したi主少の根本は採

集してからかなりの日数が経過しているためと，また，採集;J;:，-よぴf1Ht-方法が過当でなかった

ために，そのIJímlにういて充分訓べるととができなかった。

翌日併11 26 "1'-(1951) 5 JJ ，東京都経済f市長の依頼によれ著者の一人子:史が利島喜子よび新

島iて渡り約 1 :iJl，1fHJ ツパキ (Camellia jaρonia L.)の病害について実地調査を行った。調査の

結果はきわめて多種の病守が認められ，これらの中には未記載の病者と考えられるものも若干

あれツパキの栽ほ上考慮しなければならない病害上幾多の諸問題を知りえた。

ここに報台ずるべスタロチア病もまたその一つで、あるが，しかしこれはさほど重要な病害と

して数えられるものではない。経済上大きな打撃を与えているものは長前病ゐよび Cercoゆora
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sp. による瓜突の11民年だと))・えられるのであるが，これらについては後日放告の予定である。

幸子 x.らは利島ゐよぴJðr島に沿いて，ツパキの J)ß.;þ~ よび洪実が Pesialoiia ruによって能され

顕著な 11守容をもたらしていることをど失11った。 もっともツベキの葉が Pesialotia jÏ;íによって位

されるととは従来の文献にも散はされるところであるが，ュ若)í' らが調べた砧囲内では，県実に

ついての記述は ~~IHすことができなかったυ 実に寄生する Pestalotia はかなリ J芹jffiに認めら

れるもので，者)í'らはその後東京古/)，秋川 diその他の地方で、も探集している。者jfらは葉i亡デ~y

生する Pestalotia T~íむよぴ*実の Pestalotia 菌の両 x.について病)Jj(性， ~PfjW句性ï"'f， 形態

などを比較し，これらは /"j-'lliiであるととを I切らかにし， ~~:二， ζ の j'tî を Pestalotia gueρini 

DES)I.と [iîJ).iごしてよいという結論に培ーしたのであるが，ことに実験の概要をと報汗する。

著者ーらが本研究をと行うにあたり，絡始深い御息併と{何l指導を賜わった当J~/}f尉企部長 今関六

也， ，!r'lIJJ[菌の分離にiり~jJ された渋川沿三氏，民{図作製を援助された rjl川辺夫氏に深〈謝意を去

するとともに，利島および新品の実地訓査に案内の労をとられ，いろ L 、ろと尽力された東京都

経済同林務品技f:1/î 小林安茂1'\;，大島支庁林務課技I:I/î 大イ[栄木郎氏，利島本村村長約rJI 常

吉1\;，新島本村村上亡主任之助1\:および実験川県突の入手に当って:fJWli~l邑をいただいた雌沢lIi

観光深長(当時) 長谷川欽一H: ， f， iJdi遊行寺住職飯川良伝11(;，当 j抜高萩試験地主任{主総

校之氏， ílÎl l1 長i:正夫氏，当身浅川分宜 野)i日勇太1\:，ノj 、L[ l良之助氏らの佐p灯立に対しでもまた心

から御礼を述べるものである。

病徴

通常ヲt:分成長した葉i乙現われ，的liEは葉の先dJJi，または縁辺から起とるととが多く，はじめ府

組色であるが*i;j'~に攻拙色ついで、槌色して次r='ITIになる。約}_t[の大きさははじめ小であるがパ析

共拡えして誕の[白{砧の 1/3 以上を，Ij める場合もある。拘.t*EJ.liJ縁告[í附近にはややlげH瞭なIf号制色l寸

心環状の徴税杭Jd、められ，なお，健全部との境界には浪紫同色の帯紘を形成する。葉の表而か

ら病対Eをみる時はやや降起した多数の小黒点を認める。とれらは約)i日j'tíJ万分生子111:で，湿潤な

状態においては33汁(胞子角)をと溢IHする。また，哀rMで、 J主病J)[は件j色を呈するととが多い0

11な;民は遂には落下するか，または病班の古い部分はmと去する (Plate 1, A, C; Plate 2 , A , 

B , C, D, E) 。

果実では幼若なものに茶抱色の病斑を形成し，病斑は拡大してほとんど全表面を蔽うに至る

こともある G 催病Ji具はやや軟化し，表皮は鮫肌状を呈しp やがてとの小点部の去皮l土裂開し，

湿潤な条件下でほ果去に黒汁状の胞子角が噴出される (Plate 1, B; Plate 3 ‘ A , B) 。

病原菌の分離

吉井氏変法により分生胞子から単間培養をと行った (吉井 1933 ， lT� & KOllA YASHI 1953) 。

す左わち，底部の切片を作製し，殺菌したスライド・グラスにとれを世き車IlImî類の混入を[，}j ぐ
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ために 2%硫酸\Íi/<ulJ\ i千百夜を 1 'i1;~îJJII えて切片をr'l金線で破壊して分生胞子を液rlllこ浮治させ，あ

らかじめ耽開示liiで措過して塵芥乞除去した殺菌済みの 2% ブドウ糖寒天日21ヨ骨子安基 (Petri IDL) 

の支泊Iに胞子[百社J夜を仁l全線でなすりつけて 25 0C に保つ。胞子が少しく発五二したら，とれを

顕慨鏡下で観察して，その単f:DjfíH主主f 行った。

単!な培養は~および県実に形成さμた j-j'"生胞子から Jjリ々 iこ行った。 材料はいやれも利島産

で，昭和1 26 ~I: (1951) 5 JJ 保集したものである。なか，葉から分離したものは Isolate-L，県

実からのは Isolate-F として以下取扱うことにする。

接種試験

分離した Pestalotia jÏ，jの病!11性を確かめ，なお，病状の進展経過をみるため接聞試験を行っ

た。供fi.えWM:i: Isolate-Lりおよび Isolate-F") の両 x.を川い，接聞方訟をどいろいらかえてツパ

キの県笑および業にそれぞH:f吉田した。なお，ツパキに近縁なチヤ (Thea sinensis L.)につ

いても同様に接陪してみた。

1. ツバキの果実に対する接種試験

ツパキの県実に対してはlI!i手11 26 年 (1951) から I，~ 28 年(1953) のIl\J に 6 íIJ11こわたる 1試験

を行い，ほほ"，jーの結出をえた。つぎにはそれらのうち 31口!の実験について述べる。

実験 1

(1) 実験材料および方法 供試県実は;!JZ城県Hfrll~ú[:村で昭和 26 'r f三 (1951) 6 n 23 EI 

に咋集し，無傷のものを選び翌 24 IJ 直ちに実験に荒子した。 Oti式菌 t :t Isolate-L および

Isolate-F の両.x-である。

表的Jを 80% アルコー J]... ， 1 ,000 供与求水および殺一的蒸ì11可水で・処理した果実主 ， il~~紙および

殺昔、ÎJkを合んだfijとJJ同liiをもっ℃湿室とした大型 Petri 皿の1[ 1 に，カ、ラス・ 1) ングで[，li15tする o

~~~実の炎而[に設fó三戸l刀で X 乎I~'!に 1~j~ーをつけた区(有傷区)と傷をとっけない区(無傷区)の 2

号店 1 表 ヅバキの果実に対する接種試験一 1
Table 1. Inoculatio口号xperiment with the Pestalotia to fruits of C. japollica-1. 

供試菌
Fungus 

(June 24~]uly 4, 1951) 

接種区
Inoculation 

病斑形成
Formation of lesion 

対照区
Che::k 

有傷 無傷 有傷 無傷
wounded unwounded wound色d 日ロwonded

Isolate-U) 

Isolate-F2) 十

1) Isolate.L.... Pestalotia iso!ated from the leaf of C. ja�onica. 

2) IsoIate.F.... Pestalotia isolat号:l from th号 fruit of C. japonica. 
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区を設け， 馬鈴薯寒天l乙形成された分生胞子の濃厚浮俳i夜を r~l金Jfで接1'úIしp 黒色ベルジャー

をかぶせて室内に静位した。なおp 対)!~t区は胞子浮i断夜の代りに殺菌水を 11) いたほかは接種区

と同ーの取り扱いをした。

(2) 実験結果 10 日後 (6 n 24 日 ~7 月 4 日)の結果を示せば Table 1 のとおり

である。

Table 1 から明らかなように有傷接種したものだけが発病し，無傷接種区には全く病徴が

現われや，なおp 供i式首liiJの差は認められなかった。

実験 2

(1) 実験材料および方法 nWf:11 26 和 7 月 16 [-1 j広沢市で採集した果実を使月J し，実験

方法は上と同一である。

(2 ) 実験結果 6 日後 (7n 17 日~同 23 日)における結果を Table 2 に掲げる。

第 2 表 ヅパキの果実に対する接種試験← 2
Table 2. lnoculation experiment with the Pestalotia to fruits of C. jaρonica-2. 

イ共試菌
Fungus 

Isolate-L 

対照区
Check 

(July 17~July 23, 1951) 

処置
Treatment 

有傷
wounded 
無傷
unwounded 
有傷
wounded 
無傷

unwounded 
~ .~ 
wounded 
無傷

unwounded 

接種箇所数 i 形成病斑数
Number of inocu- I Number of lesions 

lation tested formed 

I : 0 

9 

9 

9 B 

9 。

6 。

6 。

Table 2 にみられるように付傷接種した場合にはその大部分に病斑が形成されるが，無傷

の部分に接種しでも発的は全く i泌められない。

実験 3

(1) 実験材料および方法 昭和 28 年 (1953) 6 n 4 1'1 1こ静i同県伊豆地方で採集した~~

笑を使川した。実験方法は上と同一であるが，果実に対する付傷はつぎの 3 区とした。 (a)

傷焼， (b) 針による穿孔傷， ( c) メスによる X字型傷。

(2) 実験結果 8 日後( 6 n 6 fcl ~ [Ii] 14 日)における結果を示せば Table 3 のとお

りである。

Table 3 に示すように発病は傷政接加した場合にだけ認められ，また付似の方法による発

病の差異はほとんどない。 1 そして， いやれの場合でも病班部に新たな分~!:.胞子の形成をみる

(Plate 3 , A , B) 。

量邑
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第 3 表 ツバキの果実に対する接種試験 3 
Table 3. Inoculation experiment with the Pestalotia to fruits of C. jaρonica-3. 

(]une 6~June 14, 1953) 

供試菌
Fungus 

Isolate-L 

Isolate司F

対照、区
Check 

処置
Treatment 

無傷
Unwounded 
焼傷
Burned wound 
穿孔傷

Unburned wound by needle 
メスにて付傷

I)nburned wound by knief 

無傷
Unwounded 
焼傷

Burned wound 
穿孔傷

Unburned wound by needle 
メスにて付傷

Unbllrned wound by knief 

無傷
Unwollnded 
焼傷
Burned wound 
穿孔傷

Unbllrned wOllnd by needlen 
メスにて付傷

lTnburned wound by knief 

試験結果
Result of experiment 

l 呆実上の分生
供試果実数・ i 擢病果実数 |胞子形成
Number of Number of Conidial 
fruits tested ! fruits diseased! formation on 

|fruits 

4 0 1 

4 4 

4 4 

4 4 

4 。

4 4 

4 4 

4 3 

4 。

4 。

4 。

4 。

以上の実験 1~3 において，いやれも病J)E部から菌1]) 再分離を行い供誠菌と I司ーであるとと

を石柁認している。

2. ツバキの葉に対する接種試験

葉に対しては 7 LØの接聞試験を行い，ぼぽ同ーの結果をえた。うぎにはそれらのうち 3 回に

ついてだけ辿べる。

実験-1

(1) 実験材料および方法 鉢航した押木市を使川し，葉に傷をつけた区と，しからざる

ものの 2 区としp 分生胞子の浪!手浮ìû幸i夜を噴霧接種し，黒色ペルジャーをかぶせて 24 時1m静

世し，後ガラス宝に入れて観察を行った。供試菌は Isolate-L および Isolate-F の両者を川

い，葉に対する H傷はつぎの 4通りとした。 (a) 葉の去面から針で擦傷を与えたもの，(b) 

誕の裏面から針で擦傷を与えたもの， ( c) 針で穿孔傷をつけたもの， (d) 焼傷を与えたも

の。なお;，対照区は胞子浮i持ì夜の代りに殺菌水を噴霧したほかは全く|司ーの取り扱いをした。

(2) 実験結果 18 日後 (5 月 26 El ~ 6 月 13 日)の結果を Table 4 に示す。

Table 4 から明らかなように，傷痕接障を行ったものではいやれも発病しかっ病斑に分

生胞子が形成されるが，書店傷接種では全くとれが認められ歩，なお発病程度に供試菌1mの差は

ない。ただし，接種葉の中には型的な病班に発達する前に落葉し，落葉上で分生胞子を形成す

るものもあった (Plate 2, A , B , C , D)。
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第 4 表 ヅバキの葉に対する後種試験 1... .挿木町
Table 4. Inoculation experiment with the Pestalotia to leav告s ， of C. jaρonica-l. 

供試菌
Fungus 

Isolate.L 

Isolate-F 

対照区
Check 

Table 5. 

供試菌
Fungus 

Isolate-L 

Isolate-F 

対照区
Check 

(Cuttings, May 26-June 13, 1953) 

処置
Treatm~nt 

無傷
Unwounded 
表面より付傷

vVounded from upper surface 
| 裏面より付傷

Wo山ld己d from lower surface 
l 穿孔傷
l woud山 n叫
焼傷
B'-lrned wO鑪d 

R 
Unwounded 
表面より付傷

Wound号d from upper surface 
裏面より付傷

Wound巴d from lower surface 
穿孔傷

Wounded by needle 
知'/: IJjj 
Burneヨ wouロd

Unwounded 

Wounded from upper surface 

Wounded from lower surface 

Wounded by n告edle

Burned wound 

試験結果
Result of 号xperiment

l 病斑形成 分生胞子形成
Lesion formation Conidial formation 

十

寸ー

+ 

+ 

+ 

十

? 

+ 

第 5 表 γ バキの奨に対する接関試験-2....実生 2 年生ãi
Inoculation experim~nt with th色 Pestalotia to leaves of C. japonica-2. 

(2・ year.old seedlings, May 26~June 13, 1953) 

処置
Tr号atment

無傷
Unwo山lded

表面より付傷
WO'Jロded :rom upper surfac.e 

裏面より付傷
Woundecl from low巴r surfacョ

主主孔傷
Wounded by nεεdle 

力'(: f易
B'lrned wound 
無傷
Un'wounded 
表面より付傷

VVounded from upper surface 
裏司より付傷

Wounded from lower surface 
穿孔傷

Wounded by neョヨle
焼傷
Burned wound 
Unwounded 

Wounded from upper surface 

Wounded ﾍrom lower surface 

Wounded by needlε 

Burned wound 

試験結呆
Reヨ ult of experiment 

病斑形成 分生Il包子形成
Lesion formation Conidiョ1 formation 

+ 

+ ーー

」ー 一」

一「

.J_ + 

.J_ 

一
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実験-2

(1) 実験材料ゐよび方法 鉢値した実生 2 r.r-生Wi (手Ij品産極子)に対して一l二と同様の方

法によって接阻試験を行った。

(2) 実験結果 18 日後 (5 n 26 日~ 6 n 13 n) の結果を Table 5 に摘，ï己する。

Table 5 にみるように本実験も実験 1 と同様の世cirt，)を示している。 ただ付傷接積のう，

ち，針で穿孔した場合は，との実験WHi! 1内では病斑に分生胞子の形成は認められなかった。

実験-3

(1) 実験材~:'lおよび}]法 Cr.TXTOX & l¥1cCoRmcK 11ミ(1924) に準じ， Petri llll内に

ツパキの架を入A L1~IU去に仇とって接種を行った。供試したツパキの:廷は前年形成された老成葉と

当主i三成長した劫オ!?五!;の 2 陸とし， 無傷のまま接種した区と付傷区(条傷および、焼似)を設け

た。対Jf{~区は胞子?宇治液の代りに殺菌水を "j~ 、たほかは全く同ーの取り抜いをした。

(2) 実験結果 25 0C の定温で 5 日後における結果を Table 6 に掲げる。

Tabl色 6.

{共試菌
Fungus 

Isolate-L 

Isolate-F 

対照区
Check 

第 6 表 ツバキの葉に対する接億試験 3 

Inoculation experiment with the Pestalotia to leaves of C. japonica 

by Petri dish method at 250C 

(May 27-June 1, 1953) 

処置
Treatment 

無傷
Unwounded 
有傷

Unburned wo山ld
焼傷

Burned wound 
無傷

Unwounded 
有傷

Unburned wound 
焼傷

Burned wound 

無傷
Unwounded 
有傷

Unburned wound 
焼傷

Burned woべmd

病斑形成
Lesion formation 

幼若葉 老成業
Young leaves Old leaves 

土梨

+ 

+ 土句

+ 

+ 土決

Note:*... 接隠点附近が僅かに5f色

Table 6 をみると，幼若葉では付傷した場合にはいやれも病斑が形成され，なお無傷接種

したものでも接種点附近が僅かに変色するととがある。とれに反して老成葉では焼傷接種の場

合にだけ僅かに病斑初期jのものが形成されるだけで他には変化が認められなかった。とれはお

そらく接種から調査までの日数がきわめて短かったことによるものであろう (Plate 2 , E) 。

実験 1t3 のいやれの場合も接種によって形成された病斑から病原菌の再分離を行い接種し

た菌と同一であるととを確認した。

以上 3 回の葉に対する接種試験の結果は，供試菌 IsoIate-L および IsoIate-F 聞に病原性一
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の差は認められや，また傷腕部をill!じてのみ発病させるととがi リj らかにされた。もうとも，き

わめて幼若な葉では無傷の部分からも菌が侵入して発病させる場合があるらしい。

3. チヤの葉に対する接種試験

ツパキと分類学上近縁のチヤ (Thea sinensis) Iこツパキからの Pestalotia Jïîを接種し，

とれに対する病原性を訪日ぺた。

(1) 実験材料および方法 チヤの鉢砧苗を使川し，ツパキの葉に対して行った実験-1

と同様の実験方法を採川した。

(2 ) 実験結果 3 同行いほぼ[，ト・の結果をえたのであるが，それらのうち 2ìmの結果だけ

を Tables 7~8 に示す。

Tables 7~8 にみられるように，ツパキの Pestaloti・α 菌はチヤに対しでも傷痕接担の場合

にだけ病原性を発揮し，ツパキの場合と同ーの病f止を表わした (Plate 3, C) 。

第 7 表 チヤの葉に対する接種試験-1
Table 7. Inoculation experiment with the Pestalotia to leaves of Thea sinensis-l. 

(May 26~June 13, 1953) 

供試菌
Fungus 

処置
Treatment 

| 無傷
Unwounded 

| 表面より付傷
Wounded from upper surface 

Isolate-L 裏面より付傷
Wounded from lower surface 

Isolate-F 

対照区
Ch巴ck

| 穿孔傷
Wounded by needle 

| 焼傷
Burned wound 

保傷
Unwounded 
表面より付傷

Woundεd from upper surface 
裏面より付傷

Woはnd己d from lower surface 
穿孔傷

Wounded by needle 
焼傷
Burned wound 

Unwounded 

Wounded ﾍrom upper surface 

Wounded from lower surface 

羽Toundεd by needle 

Burned WOlIロd

Not巴:者... .落葉す

試験結果
Result of experiment 

病斑形成 分生胞子形成
Lesion formation Conidial formation 

寺会 う÷

+ -+-

十 + 
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第 8 表 チヤの葉に対する接種試験一 2
Table 8. Inoculation experiment with the Pestalotia to leaves of Thea sinensﾎs-2. 

(]uly 10-]uly 23, 1953) 

供試菌
Fungus 

処置
Treatment 

試験結果
Result of experiment 

病斑形成 | 分生胞子形成
Lesio口 formation Conidial formation 

Isolate-L 

Isolate-F 

対照区
Check 

無傷
Unwounded 
表面より付傷

Wounded from upper surface 
裏面より付傷

Wounded from lower surface 
塁手孔傷

Wounded by needle 
焼傷
Bumed wound 

無傷
Unwoundecl 
表面より付傷

Wounded from upper .surface 
裏面より付傷

Woundecl from low己r surface 
穿孔傷

百九Tounded by n忠告dle
;焼傷
Burned wound 

Unwounde:l 

W ounded IrO'11 upp巴r surface 

Woundeヨ from lower surface 

Wounded by n己edle

Burned wound 

十

+ 

+ 

病原菌の生理的性質

1. 各種培養基上の菌叢の特徴

十

ナ

+ 

(1) 実験方法 Isolate-L および Isolate-F の両 Pestàlotia lliiをそれぞれ種々の寒天

培養基に土庁養し 25 0C の定温に保ち，各種弔護基上における各々の菌糸の発育，気中菌糸の発

建程度，分生胞子の生成程度などを比較した。供試培養基はつぎの 9 積で、ある。

1 )馬鈴薯寒ヲミ.. .馬鈴薯 200 g，薦問 20 g，蒸溜水1， 000 cc，寒天 20 g 

2 )斎藤氏醤1rt寒天" ..タマネギ煎汁 100 cc，醤泊 50cc，蕉糖 50 g，蒸溜水 850 cc，寒天 20 g 

3) 2% ブドウ糖寒天.. .プドウ糖 20 g，蒸溜水1， 000 cc，寒実 20 g 

4) プイオン寒天ーー・・ペプトン 10 g，肉エキス 10 g , NaCl 5 g，蒸溜水1， 000cc，寒天 20 g 

5) RICHARDS 氏寒天... .KN03 ]0 g , KH2PO~ 5 g , MgS04 ・ 7HzO 2.5g, \ii!i糖 50g，蒸溜水

1, 000 cc，寒天 20 g 

6) CZAPEK 氏寒天 ....MgSO.1 ・ 7H20 0.5 g , K2HP04 1 g , KCl 0.5 g , NaN03 2 g，震糟 30g，

FeSO生 0.01 g，蒸溜水1，000 cc，寒天 20 g 

7 l イ{スト加用 CZ，\PEK 氏衆天. .・ー上に 2% イ{スト煎汁を加えて調製

8 l WAKSMAN 氏寒天.. .ブドウ精 10g，ペプトン 5 g , KHzP04 1 'g, MgS04 ・ 7HzO 0.5 g , 

蒸溜水1，000cc，寒天 20 g (pH 4.0 に補]fl

9 l イ{スト加用 WAI王S"IAN 氏寒天 .上に 2% イ{スト煎汁を加えて調製
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(2幻〉 実験来枯f行;よ県i巳ミ 2 回にわたる実験の 5 E日i 後にわお-ける観察品私1JωI

とあお.りである。

第 9 表 各種培養基上の菌叢の特徴
Table 9. Macroscopic appearaロces of myceIial colony of the Pestalotia on various agar-media. 

(At 25 0C, after 5 days) 

培養基
Agar mec1i伹 

It共試菌~ ~ b&~x~ ~ 
Isolatei n\戸径|気中菌糸|分生胞子の 惇径 気中菌糸分生胞子の

ν|DIameter l Aerial 1形成 DIameter Aerial 形成
lof colony '~:.:':" ~~:~ Co口i c1 ial of colonv n~" ~a. Conidial 

(mm)myCEllumiformation(mm)y mycellm formation 

-L  69.6 +++ + 71.0 ++++: ++ 
! - F  71.4 +++ ++ 77.2 1++++ ++++ 
-L 肌 8 ++++ I 十++札o ++++ +++ 

, -F! 81.6 ++++ ++++ 83.5 1++++ +++十
一L i 58.0 + 55.2 + 
F 57.6 +土 67.5 + 
-L: 35.2 + + 38.0 + + 
- F  I 34.6 ++ 42.5 ++ 

L I 63.0 + 73.6 +++ 
F I 62.2 ++ :!: 83.2 I +++ 

-L  I 60.4 ++ 68.6 I +++ 
-F  I 61.0 +++ ++ 75.0 +++ 

Experiment-1 Experiment-2 

ト

Potato agar 
馬鈴薯寒天

SAI'rO'~ soy agar 
醤 f由寒天

2予告 gl ucose agar 
2% ブドウ精寒天

Bouillon agar 
プイオン策実

RICJ-TAHD侶， solution agar 
RICJ1ARDS 氏寒天

C7,APEK'P solution agar 
CZAFEK 氏寒宍

C 7,AFEK'S solution plus 
yeast agar 
イ{スト加用

C7，APEJ.王氏寒天

WAKB~I[AN'S solution agar 
WAKS)IAX 氏寒天

WAKSMAN'S solution plus 
yeast agar 
イ{スト加用

WAKS:YIAN 氏寒ヲミ

土

+ 

L

F

L

F

L

F

 

一
一
一
一
一
一

47.4 
48.2 

+++ 
+++ 

+++ 
+++ 

S6.6 
64.2 

+++ 
+++ 

++ 
+++ 

45.6 
43.8 

++ 
+十

+ 
++ 

44.0 
55.6 +

+
 

+
+
 

+ 
+ 

44.6 
45.2 

十++

+++ 
+ 
++ 

52.5 
53.5 

++ 
++ 

+ 
++ 

Table 9 によって比較すれば， Isolate-L と Isolate-F の IIIHこ砧i叢の大きさの差はほとん

どない。分生胞子の形成は:f:g養主主の部類によってかなり大きな差があ 1) ，.1.13鈴著選天，醤抽選ミメく

では形成がすこぶる良好であるが，これに反して 2% ブドウ新装天，プイオン寒天， RTCJ-IAHDS 

氏寒天では全く形成されないか，またはきわめて日明斗乙形成されるにすぎない。また，両立iの

1mに胞子の形成程度に顕著な差が認められ，すなわち， Isolate-F は Isolate-L に比較して培

養基上に分生胞子を形成する程度は概して大である。 Isolate-L では胞子の形成が全〈認めら

れない RICHABDS 氏寒天および CZAPEK 氏寒天上でさえも Isolate-F ではかなり多量に形成

される (Plate 4 , A , B) 。

2. 菌糸の発育と温度との関係

馬鈴薯寒天を使用し Petri 吐法によって菌糸の発育におよぽず温度の影響を試験した。

Table 10 (実験-1)/主 5 日後の菌叢の直径(各担度ともそれぞれ Petri 皿 6 白の平均〉

を，また Table 11 (実験-2) は 4 日後の直径(各温度とも Petri 皿 4 筒の千均〉を示す。

Tables 10~ 11 をみると Pestalotia 菌は 20~250C で良好な発育をなし， 28 0 C では急i数
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第 10 表 菌糸の発育と温度との関係← 1

Table 10. R邑lation between mycelial growth of the Pestalotia and temperature-1. 

供試菌
Fungus 

Isolate司L

Isolate.F 

(Potato agar, aftεr 5 days) 

菌叢の直径
Diameter of mycelial colony (mm) 

J80C 200C 22"C 250C 280C 300C I 320C I 390C 

64.2 77 .8 81.2 81.0 + 

64.8 77 .8 81.2 81.6 + 

第 11 表 菌糸の発育と温度との関係 2 

Table 11. Relation between mycelial growth of the Pestalotia and temperature-2. 

(Potato agar, after 4 days;) 

菌叢の直径供試菌( D山吉r of m戸elial c山町)

113~ 

Fungus I 
I 60C 80C 140C 180C 200C I 22"C 250C ; 280C I360C I 41OC 

Isolate-L 6.0 10.3 I 28.8 43.0 53.8 56.3 55.8 I 9.3 ー|

Isolate-F I 7.8 11.8 I 30.5ω53.3 '56.3 57.8 27.0 I 

におとろえ， さらに 30 0C 以上で、は全く発育しないことがわかる。なお， Isolate-L と

Isolate-F のIi \Jで顕著な差を認めることはできない (Plate 4 , C , D) 。

3. 分生胞子形成と湿度との関係

i号養恭一 l二の分生胞了ーの形成程度におよ l'fす温度の影響を前実験に附，市して観察した結果を示

せば Tables 12~13 のとおりである。

第 12 表 分生胞子の形成之温度との関係ー 1
Table 12. Relation betwεen conidial formation of the Pestalotia and temperature-l. 

(Potato agar, after 5 days) 

分生胞子の形成程度
供試菌 ﾐegree of conidial formation 
Fungus 一一一一一一一一一一一一 一一

L二Bアー 2?!?--220C- 25!c- 竺三 30 0 C

Isolate-L 土 + ++ 

Isolate-F + ++ ++ +++ 

第 13 表 分生胞子の形成と温度との関係一 2
Table 13. Relation between conidial formation of the Pestalotia and temperature~2. 

(Potato agar, after 4 days) 

供Fu試ngt菌lS 

分生胞c子onのid形ia成1 f程or度mat Degree of conidial formation 

60C 80C 140C 180C 200C 2ZOC 250C 280C I 360C 

Isolate-L 士 十 + + 

Isolate.F + +十 十+++ +++ 
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すなわち， Tables 12~13 をみると，本実喰のWJ川内では比岐(I'-j if':jibl度において庁生胞子

の形成が認められP また Isolate-F が Isolate-L に比べて胞了-の形成が 1干しく良好で、あるこ

とも l り j らカミで、ある。

4. 菌糸の発育におよぽす水素イオン漫漫の影響

Xg鈴持:;;luくを使川し ， J!!~ JJ\決般ソーダおよび塩般のj必定液で pH を変え， Petri !弘法で制ペ

た pH と品i糸発 f了との関係を示せば Table 14 のとかりである。 実験 1, -2 ともに

25 0 C , 4 fI 伎における国設の直下芸(各 pH 区とも Petri 阻 5 í;;引の -'l'-~J) を掲げてある。

第 14 表 菌糸の発育および分生胞子の形成に及ぼす水素イオン濃度の影響

Table 14. Effects of H.ion concentration on mycelial growth and conidial 

formation of the Pestaloiω. 

(Potato agar, after 4 days) 

Experiment-1 Exp鑽iment-2 

供試菌 | 一一 ±一一一一一一一←一一一一一一

MEJPH  l D思EFof 組幻恐25l pH DEfelfd 誌足元?恕賠
||colmy  f0mmtm l COlony fmMm (mm) L~UH~"Wa (mml 

二会 | 121 3 Z 12 3 

|2413 二 υ
-L 0 • 55.4 0 ~ 41.4 
主 I 3.4 I ~;:. ; 3.2 
F ! -.' I 55.6 + +円7.2 + 

-L 0 58.0 , c ^ 52. 4 
~ 3.0 ;~.~ 5.0 F I ~. v 53. 0 + + ," . v 48. 8 + + + 

-L  i c ^ 56.2 c , 53.2 
~ 5.0 ~;.~ 5.4 

-F ・ 56.8 +++ -.~ 53.0 +++ 
-L  ~') 49.4 ~L 54.0 --;, I 6.2' ~:.~ 5.6 -F  I -.~ 51.8 +++ V.V  50.8 +++ 
-L 51.8 +, _ ̂ 53.0 

円 6.6 ;::.:;: , 7.0 
F , v.v 51.8 +++ '.v  51.0 +++ 
--s ! 7.2 i ;;.? + 7.8 ~~.~ 

F ..~ I 50.6 + +十 45.2 +++ 
-L I _ r I 43.8 ^ r 37.4 
山 I 7.6 I ::::.; , , , 8.6 -F  I"v I 47.6 ++ + V.V  38.8 ++ 

二418B51 + 

Table 14 主みると p 極端な酸性側および、塩応性側をI;~いては， pH 価ば出i糸の発育に大き

左影響をおよ l安さやp また Isolate-L と Isolate-F との山に 1I}jらかな差は認められない。

5. 分生胞子の形成におよぼす水素イオン濃度の影響

前実験に間帯して行った pH と分生胞子の形成程度との関係J二 Table 14 に示しである。

ζ とで注目されるのは， IsoIate-L と IsoÌate-F との IUJIこは分生胞子の形成程度に大きな差

があることである。すなわち， この実験の期間 (4 日)内では， Isolate-F は pH 3 .4、pH

8.8 の 1mでいやれも胞子の形成が認められ，特に pH3.8~pH7.2 で多量の胞子が形成される

に反し， Isolate-L では胞子の形成がきわめて少なく， pH6.6~pH7.2 で僅かに形成される

とともある程度である (Plate 4, E) 。
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ょ(伊藤・千葉・小野・保坂)ツバキのベスタロチア病

分生胞子の発芽と経過時間6. 

胞子の発 !J' と経過時VAK TTEGIH;:¥[ cell 訟によ 1) 茶話?ぷおよび 2% ブドウ精液を使川し，

liii との関係をふ1jぺた。 25 0C 定iEで 2 ， 4 , 6 , 8 , 10 時lfilf麦に ì!!l l).iごした発芳三率だけを示せば

のとおりである。

第 15 表 分生胞子の発芽と経過時間との関係一 1 (発芽率)
Table 15. Relation b~tween lapsed time and gεrmination of conidia of 

the Pestalotia at 250C-1 (Germination 戸rcentage) . 

Table 15 

平均
Av. 

Isolate-L 

0 00  
000  

5.8 4.9 4.4 
5.0 6.4 5.3 
11.9 8_4 13.1 

Isolate-F 

o 0 
0.9 0_ 己

9_2 5.9 
19_ 1 14.8 
19.2 16_2 

2pb ブドウ精液
2~b glucosεsolution 

]1 ll[ 

発芽率
Germinatioロ perc吉ntage (%) 

ー蒸沼水
Distilled water 

経過時間
Tim巴 laps巴d

(hr.) 

平均
Av. 

0 
21.7 
80.6 
90.2 
93.8 

。 。

11.8 24.6 
85.3 87..9 
85.8 93.1 
92.6 守2.3

I 

0 
20_7 
73.6 
91.6 
96.2 

Ii[ 1I I 

。

。

2.4 
1_5 

18.9 

2
4
6
0
0
 

ー

o 0 0 0 
4.8 5.0 4.5 4.8 
38.0 35.1 36.2 36.4 
66.7 73.6 79.0 73.1 
74_7 87.0 84.1 81.9 

0 
O. 己
3_0 
17.υ 

17..0 

0 

0 
5.6 
7.7 
17.5 

2 
4 

6 
8 
10 

からみると，分生胞子は 25 0C で 2~4時間後に発芽をD;J~fìするもののようで，Table 15 

主主iiyj ノ'k と 2J16 ブドウしかし，Isolate-L と Isolate-F の ililにはほとんど差が認められない。

フドウ糖での発芳三が蒸溜水l亡比べて遥かにn~lである。

故下着色細胞Pestalotia Wと II;J様で，

精液では発:U~;容が大いに異なり P

発芽の状態は Text-figs. 1 ~2 に示すように他の

(繊モから速い車111胞)から発芽竹=を11jILとさせる。

ぞぷF=X ---"当L

Text-fig_ 2 分生胞子の発芽ーIsolate-F.
Germinating conidia of Pestalotia guePini 
from th号 fruit of C: japonica (Isolat己-F)_

....l.皇~

Text-fig. 1 分生飽子の発芽 Isolate-L. 
G巴rminating conidia of Pestalotia guePini 
from th� leaf of C. jaρoí<Îca (Isolate-L). 
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なお，本実験でil!lJ~ した各液，各径i@fl年 l iHごとの 11止 )(9遣芽 ëi:長を Table 16 に掲げてお・く。

第 16 表 分生胞子の発芽と経過時間との関係-2 (最大発芽管長)
Table 16. Relation between Iaps色d time and germination of conidia of the Pestalotia 

at 250C-2 (Maximum Iength of g号rm-tube).

最大発芽管長
Maximロm Iength of germ-tube (μ) 

経過時間 | 
Tim告 Iapsedl 一ー一一ー蒸溜水 一一一一一一| 弱ーヲ1了ゥ帰夜一一ー一一

(hr.) DistiII鐡 w縟er 2% glucose soll.idon 

「7111111v戸 i i-jI l H I1V  

IsoIate-L 

0 00  
000  
29 32 28.7 
54 72 66.0 
94 104 102.0 

IsoIate-F 

l o 3.3 
33.7 
55.0 
97.3 

" 
l I51  
6 25 
8 72 
10 108 

2 0 0 0 
4 0 5 .5 
6 25 40 36 
8 61 50 54 
10 126 72 94 

n
u
-
-
只
u
円
U
っ
、υ

一

l
1
4
7

・

0
9
0
9
2
 

4
?
-
7
a
 

U 

10.3 
29.0 
41.0 
139.3 

o 0 0 0 
13 11 11 11.7 
25 25 36 28.7 
47 58 43 49.3 
65 72 108 81.7 

B
0
2
4
5
8
0
5
8
 

1

フ

-
2
7
}
2
2
q
u
q
u
3

91.9 
95.3 
95.7 
98.6 
96.8 
96.5 
96.2 

0 
0 

7. 分生胞子の発芽と湿度との関係

VAN T1EGHE)! cell 法により 296 プドウ糖液を使/1]して行った実験結県を示せば Table 17 

のとおりである。ただし，測定は 10 時1111後に行ったもので，各iI.乱!E，各1 11 1 とも測定胞子数は

各々 300~500 í/:jで、あった。

第 17 表 分生fJ包子の発芽と 1獄度との関係
Table ] 7. Relation betw関口 temperature and germination of conidia of thε Pestalotia 

(2% glucose soIutioロ. after 1o hours). 

| 発芽率 | 最大発芽管長
温度| | Germination percentage (%) I Maximum Iength of germ-tube (μ) Temp. '-'..........L......~................'-'，... t-'................_._..........�...... ¥/Uj 

(OC) Tπ 寸一一 半再一| 一一十二一一 平均
1 II m ^ --J 1 1 rr ". Av. ~ •• ". Av. 

IsoIate-L 

88.0 92.9 
98.5 99.1 
93.9 98.8 
99.0 99.4 
99.7 99.6 
98.4 99.2 
98.3 93.9 

313  
IsoIate-F 

92.9 92.8 
95.6 96.1 
97.6 97.0 
97.8 98.1 
98.8 98.1 
96.8 96.8 
96.1 95.4 

o 0 
o 0 

95.4 
99.5 
99.2 
99.7 
99.3 
99.4 
99.5 

0 
0 

93.6 
97.4 
97.8 
97.8 
98.8 
97.0 
94.0 

0 
0 

47 61 54 54 
72 72 86 77 
79 . 8.3 79 80 
140 126 122 129 
126 122 130 126 
61 79 72 71 
36 36 40 37 

2
1
2
Q
J

〆
。
q
u
5

3
6
7
7
4
7
4
2
 

2
7
5
2
6
3
Q

ノ

3
4
6
7
8
4
2
 

32 32 
58 55 
58 65 
79 77 
65 76 
40 42 
25 26 

Table 17 でわかるように 180C~300C では発芽率にほとんど差はなし 発芽管長から

みて 250C 附近が段適温度らしいようである。 しかして 35 0C では全く発芽せで丸 また
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IsoIate-L と IsoIate-F との問に差は認められない。

8. 分生胞子の発芽におよ lます水素イオン漣度の影響

VAN TmGJTE1I celI法によれ 2% ブドウ精液を使用し，苛性ソーダおよび2討をの規定液で

pH を変えた。

Table 18 は 25 0 C ， 10 時間後の発芽率;j;"よび.if走大発芽管長を示しともので，各 pH 区，

各国とも立llJÆ胞子は各々 300~500 白で、あった。

第 18 表 分生胞子の発芽と水素イオン濃度との関係ー l

Table 18. Relation between H.io口 concentr旦tion and germín旦tion of conidia of the Pestalotia-l. 
(2% glucos号 solution， at 25 0 C, after 10 hrs) 

発 芽 率 1 最大発芽管長
Germination percentage (%) Maximum length of g己rm-tube (μ) 

1 ]I J[[ そ均! I i E HI 1v戸
AV. 

Isolate-L 

3.6 
64.4 
51.8 
56.6 
82.1 
68.3 

Isolate.F 

0 
28.5 
43.5 
34.2 
30.0 
21.3 

pH 

フ

4 

5.8 
7 
8 

9.2 

2 
4 

5.8 
7 
8 

9.2 

3.8 
67.7 
50.0 
46.3 
81.9 
71.1 

0 

36.3 
44.6 
33.1 
29.4 
19.1 

1.8 
64.6 
45.6 
63.7 
84.4 
53.7 

0 

19.8 
43.2 
28.7 
36.9 
19.9 

5.1 
60.8 
59.7 
59.7 
80.1 
80.1 

0 
29.5 
42.6 
40.9 
23.8 
25.0 

7
5
8
6
0
0
 

2
6
8
9
4
 

-
白
川
叫AN
1叫却

5 
58 
86 
101 
94 
40 

一
勺
ノ
】
内λ
〕
つ
ム
ハU
勺
ノd

-
q
υ
η
J
勺
υ
4
A
q
υ

9 
32 
86 
130 
103 
61 

7
・
Q
U
円
υ
r
b
7
4
7
a

3
3
0
Q

ノ

4

ー

4つ 35
32 35 
40 38 
43 40 
43 35 

第 ]9 表 分生胞子の発芽と水素イオン獲度との関係 2 

Table 19. R色lation bョtween H-ion concentration and germination of conidia of the Pestalotia-2. 
(2% glucose solution, at 25 0 C , after 8 hrs) 

発芽率
Germination percentag汚(%)

II m 央均|
lAV.  

Isolate-L 

0.9 
1.7 
5.4 

25.0 
26.2 
43-4 
34.9 
38.7 
27.9 
34.5 

Isolate.F 

1.7 
3.3 

23.7 
67.1 
73.8 
80.9 
91.4 
89.1 
87.2 
89.9 

pH 

1
7

「
勺
U
A
J
b

ぷ
U
7
J
只
U
Q
J
Oー

0.4 
0.4 
5.0 
19.0 
26.7 
41.7 
26.2 
43.6 
30.3 
42. 。

1 

1.2 
4.2 
3.2 

22.4 
26.3 
61.6 
42.6 
27.4 
31.5 
22.6 

フ

リ

4 

5 
6 
7 
8 
9 
10 

2.4 
3.0 
12.5 
66.7 
69.8 
83.0 
87.7 
87.1 
85.8 
89.9 

2.0 
2.0 

27.9 
66.5 
74.9 
78.4 
97.0 
86.3 
88.5 
93.6 

1.2 
0.6 
7.9 

33.5 
25.5 
26.8 
36.0 
43.2 
22.0 
39. 。

0.6 
4.9 

30.8 
68.2 
76.8 
81.2 
89.4 
93.9 
87.2 
86.2 

最大発芽管長
Maximum length of germ-tube (μ) 

rr "I1 T 平均
工 l 孔 J1[ i 'Av. 

10 
?フ

45 
64 
125 
160 
125 
141 
118 
122 

49 
51 
51 
154 
205 
189 
202 
160 
144 
109 

16 
32 
42 
64 
109 
179 
160 
141 
115 
118 

61 
67 
70 
134 
176 
192 
193 
147 
134 
99 

32 19 
32 29 
32 40 
70 66 
117. 115 
160 166 
154 146 
133 140 
138 124 
122 1.21 

45 52 
45 54 
67 63 
131 140 
189 190 
195 197. 
193 199 
176 161 
154 144 
109 106 
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Table 19 は 25 0C ， 811寺 II日後の測定自立で，各 pH， 各凶のjJ!IJ定11包子数は 500~600 [;\i を算

した。

Tables 18~ 19 をみると，版端な酸性側副泳いては水素イオン濃度が分生胞子の発芳三にお

よ Ifす影響はさほど大きいものとは二与えられや，なお・ Isolate-L と Isolate-F との Ir\Jにほと

んど:ifiは日仏められない。

病原菌の形態および分類

1.形態

人工接加によってツパキの葉に形成された分生子JII‘の大きさは Table20 に示すとおりで，

Isolate圃L と ISûJate-F の IHJI二主主は認、められない CPlate 1 , D)。

第 20 表 ツバキの葉に形成された分生子堆の大きさ
Tabl邑 20. Dimension of acervulus of the Pestalotia forrn色d on leaves of C. jaρonica 

by inoculation experiment. 

供試菌
Fungus 

~llj定数
Numbe了
meaSlニrèd

分ヨミイー ).1主
Ac号rvulus (μ) 分生子梗

Conidiophore 
(μ) 

Isolate-L 

Isolate-F 

、

0\,..) 

30 

恥lin.
Max. 
Av. 
l、，1in.

Max. 
Av. 

中司
Width 

169 
351 
231 
221 
325 
2/6 

同さ
Height 

117 
221 
145 
78 
169 
! 19 

18 
5 

18 
b 

分生胞子は也:ι 紡[俳JIヨ， 5 市111胞からなり p 陥!院において僅かにti討 l，両端科11胞は1!l~色，中

央 3 京IH胞はt~k間色で滑色程度に差は認められや， ;fìÆJの部分は短小，繊毛は 1 ~24，.:が大部分で

まれに 3 本，分岐する場合もあ

Text-fig. 3 分生子堆内の分生胞子
Conidia of Pestalotia guePini in the acervulus. 

る。

Table21 にはツパキの:廷に

JI予hl( (人工4妾2慌による)され7こ

分生胞子のj![l]:Æ結果を掲げてる

り， j~;î :X-の 11\1に差 lま32、められな

い (Plate 1 , E; Text-fjgs_3~ 

5)0 

各種の寒天培養基上に形成さ

れた分生胞子の測定結果を(お

のおの50箇についての) Table 

22 をに千易げる。

Table22に示すように持養基

のヰ11泣による胞子の大きさの差
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第 21 表 ツバキの葉に形成された分生胞子の大ささ
Table 21. Dimension of conidium of the Pestalotia formed on fruits of C. jaρonica 

by artificial inoculation. 

イ共試菌
Fungus 

Isolate.L 

Isol旦te.F

測定数
Number 
measured 

50 

50 

i !J包子長
Len宮th of 
conidum 

(μ) 

Mi口 14
乱1ax. ヨ l

Av. 16.3 

lVIin. 15 
Max. 2ヌ
Av. 17.5 

/;J 
~匂ゲ\

ぷダヘ\

ム丸
Text.fig. 4 分生胞子 Isolate-L 
Conidia of Pestalotia gueρini 

from the leaf of C. jaρonica (Isolate-L). 

胞子の大きさ
Dimension of coτlidium 

笠宮55型El帯主主N弘之えf
colored cells median cell I ~. /~\.~ setae 

(μ) (μ) 
(μ) 

9 5 7 1 
13 6 23 ? 
10.7 5.6 15.6 

9 4 8 1 
15 6 21 2 
11.3 5.4 14.0 

Text-fig. 5 分生I!f!!子 Isolate-F 
Conidia of Pestalotia gUJ�ini 

from the ﾍr�t of C. ja�onica (Isolate-F). 

i土!辺、められ十， また Isolate-L ， Isolate-F 11日にもほとんど左こはない。

Tables 21 ~22 からみられるように， ISJlate-L および Isolate-F とも機 E数は 1 ~2 4.:: 

を有するものが大部分で， 3*のものはきわめて少ない。また Text-fig.4 に示すようにまれ

に械毛が分岐しているものもある。つぎに分生胞子が形成される基質の相遣によし識毛数に

差があるかどうかを調べてみた。その結果を示せば Table 23 のとおりでちる。

TabIe 23 をみるとツパキの果実に形成された分生胞子では横毛2 本を有するものが 1 本の

ものより多い傾向が認められるが，各種J)寒天持養些上では横毛 1 本の胞子が 2 本を有するら

のよりもかなり多く，横毛3 本を有ーする胞子はきわめて少なく，むしろ例外的で、ある。たおん

Isolate-L および Isolate-F の IHJにほとんど差がない結果になっている。
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第 22 表 各種土古ー益基上に形成された分生胞子の大きさ
Table 22. Dimension of conidium of the Pestalotia formed on various agar-media 

at 25 0 C , after 5 days. 

点記f JtfffElZ器時空品村弘之えf
lored c色lls'median cell (μ) ， VV.v"~~\vv..~"..v~ ，，;~\VV" (μ) 

: (μ) (μ) 

培養基 |供試菌
Agar mediumF叩s

I 1山tt; I J 括主 l
馬鈴薯寒うで 1 ・'--11Av.

Potato agar I 1solat色 lM1千

|-FJ1AJ・-i
Isolate . I !:'Ei九 i

T ，民lax

醤1由寒天 > IAv.
SAI'l丸山 soy agar. 1s山竺 i設立;

A Av. 

I 1solate ~in 
イースト加用 ﾅVVW:'; Max. 

CZAl' KI王氏寒天 ~ , Av. 
1 、's solution T_'  • _ Min.: 

Isolate ご2plus yeast agar '~~'~:;;': Max. 
-,' IAv. I 

I Isolate 記in.
WAKfDIAX 氏寒天 -L ~~J.;〓

WAKf゚IAN'S I~~'・-
solution agar I 1solate J ;;;~・|

| -F ， IÄ';.~ 

, T_  ,. 'IMin.' 
イ{スト加用 I Isolate . ~.;肉、l

WAKRM店氏寒天| ・L "~で ~ï
WAKRl\lA~'A l~~~~_ 

solution plus y伺stl 1solat~ ， M~;.. 
agar -r 'Av 

Note: 少.. ..僅かに 1 箇だけ

5

0

5

5

6

9

9

6

0

 

3
9
5
4
9
7

一4
2
6
4
2
7

瓦
・
4
8
4
3
6

一3
9
5
4
2
6

一3
0
6
5
2
B

I
l
l
-
-
I
l
-
-
2
1
1
2
1

一1
2
1
1
2
l

一i
l
l
1
2
1

一1
4
2
1
1
2
l

10 5 10 
14 6 24 
11.4 5.5 16.6 
10 5 8 
14 6 24 
12.3 5.5 15.4 
10 5 8 
14 6 24 
11.9 5.4 14.5 
10 5 8 
15 6 19 
12.4 5.3 13.2 
10 5 8 
16 6 27 
13.2 5.3 19.2 
10 5 6 
14 6 24 
12.3 5.3 14.9 
10 5 8 
13 6 26 
11.3 5.2 16.3 
10 5 10 
14 6 22 
12.0 5.7 15.6 
10 5 8 1 
14 6 26 2 
11.5 5.1 16.1 
10 5 13 
16 6 24 
12.9 5.7 17.9 

3" 

フ

? 

? 

2 

フ

2 

2 

2 

第 23 表分生胞子の繊毛数

Table 23. Numbεr of setae of conidium of the Pestalotia on various substrata. 

基質
Substratum produced conidia 

供試菌
Fungus 

接種ツバキ果実 Isolate-L 
Fruits of C. jaJうonica inoculated -F 

馬鈴薯寒天 -L 
Potato agar (工) F ，

Do か (n) 主
司L

-F Do. か (m)

醤泊寒天
SAITO'S soy agar 

イースト加用 CZAl'EK 氏寒天 l 

CZAPEK'S solutiof plus yeast 
agar 

WAKS1IAK 氏寒天
可VAK目玉1AK'S solution agar 

イ{スト加用 WAKSlIAX 氏寒天
WAKSMAX'S solution plus yeast 

agar 

J
L
E
E
-
ι
J
A

一7
4
J
4

l 総胞子数 I 1 繊毛胞子数12繊毛IJ包子数l
Total I Number of I Number of 

numbud|coqiEa|conidia !備考
vV'''~'~ vV'''~'~ Remarks 

conidia bearing bearing 
observed 1 seta 2 日tae

50 20 30 
5o 12 38 

100 71 28 r 3 本を有するも
100 72 28 t の l 箇あり
100 81 l'i 
100 74 26 
50 28 21 ( 3 本を有するも
50 38 12 l の l 箇あり
50 42 8 
50 43 7 

50 44 6 
50 42 B 

50 43 7 
50 49 

50 48 2 
50 41 9 
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2. 分類

ツパキおよびとれに近縁のチヤを守主とする Pestalotia 属菌類として Pestalotia gueρini 

DE日~[.， (S，\Cl' ，\l!.l、。 1884) ， P. ρalmarum CKE. (SA('c.umo 1884, 1'1'.11: ・原 1927) , P. T heae 

SAW,\DA (沢 111 1919) , P. Karstenii SACC. et SYD. (SACCAHDO 1.900) , P. CPestalozzina) 

Camelliae PASB. (SAl'CA Hl、。 1892) などカ:全日ら iしている。

汗Jf らのW，îf主 5 *IIIDÉ1から 7エリ (Section Quinqueloculatae KLEB~\lIX) ， 清色申111胞は 3 で，

等しく着色して ie.~i.炎の幸治不必めら Jしないので l切らかに “gueρini group" (GUJJA 1929) に l討

する。そして形態，大きさともに P. gue戸ni DES~[' に故も 5ú:い υ

P. gueρini は最初フランスにおいてツパキの業に発見，記載されたもので CDE>'.}!λZTJ況か

1840) , SAl'CλHDO (1884) はこの立iの寄主として .Camelliall ， Rhododendron , Citrus , 

Lagerstroemia ， λJagnolia ， Smilax , Amygdalus をあげ， MAi"ぷEE (1898) iエチヤの Gray

blight (次色~引占的，制色葉Nî約219 右足Wî病的)の病原菌はこの菌であるとした。 しかるに，

沢川 (1919) はインドで採集されたチヤ J) Gray blig_lt 主制杢した結果，その病原菌!エ P.

guepini とは j異なるものとして判・tcに P. Theae ll と命名した。 PE'1' Cll (1923) はその著書に

Gray blight の病原市として P. T heae SA W .\J :'A を採川している。

LARuE (1922) および LλRCE & RU,'J'LE'l"l' (1922) は ， P. gueρini と称する}Jiìは，いわ

ゆる多型的，;(4 (polymorphic fungus) で，チヤ，ココヤシ，油ヤシ，ノミラゴムなどの植物を

{えす多数のlLî系 (strain) を含むものであると述べたが， Br'1'LER (1918) , BEWl'円 (1923 ，

1927) , AI<l'lllヨ1， (1926) はと』しを否定し，チヤ，ヤシ，ツパキの正iは各々別組であるとし，ま

た GUllλ(1929) も，自分の研究によれば守 P.guφini の寄主 l土ツバキに限定されると言って

いる。

P. gueρini に関する GUBA (1929 , 1932) の測定によると， 分生子土佐の腕はgO~175μp

分生胞子の全長(織二Eを|吹く) 13 、 21 ，11.， 着色市!日胞 10~16x5~7 ，11， 繊l:;長 7~24μ となっ

ている。非行ーらの菌は (Tables20 、22) ，分生子土佐の幅はやや大きいが，胞子のìJllJ定値は Grllλ

(1. c.) のそれときわめて近似である。ただ横℃の数について Gnlλ(1. c.) は し 2 ， 3 , 

まれに 4 :4~， 3 本を}ヰ辺とする，と記しているが，著;符らの菌では (Tables 21 ~23) 1 ~ 2 

本が普通で 3 本のものはきわめてまれで、ある。なお，繊毛 1 本の胞子が 2 本のものよりも遥か

に多く認められる場合がるに一見 Monochaetia 属との区別に困難を感やることがるる。

以上述べた諸点から著者らはこの菌を P. gueρini と同定しておくととにする。

1 )現在の Thea 属もこれに含まれているもののようである。

2) 原 (1932) らによって使用されているが，炭痘病菌による Brown blight にこれをあてている人

が多いので，本病にあてるのは適当でないと思う。

3) 原(1. c.) による。

4) この菌によるチヤの病害に対して沢田(1. c.) は論斑病と名づけた。
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綜括および結言

4ギオ?らは東京都伊豆じll7J , 利島ゐよぴ来日:島においてツパキの葉ゐよぴ:I_f~実が， ;;!うる H[の

Pestalotia I'{，jに伐され， はなはだ 1I にうきやすい病状を呈しているととを失11った。 ツパキ

の誕を Pestalotia 閣が侵す例は従来も夕、H られてゐれとの特許は Gray blight (次色葉M1r'i)

と呼ばれているのであるが，民実についての記故は見当らない。

ツパキの廷に Gray blight をゐこす閣は Pestalotia gueρini DES:\I.で，とれはチヤにも

同様の的容をもたらすという記述と，またチヤの昆iは別種であるという立見もでている。

汗!íらはツパキの出実を{去す菌と架を侵す1't[ は H-であるかどうか，とれらはツパキゐよび

チヤにどのような約IJ;['I;]:を示し，どんな発的経過をとるのか，そしてまた存?{.らのnHをいかな

る名称で取り技うべきであるか，というような事例に重点をおいて諸実験を行った。

延長よび県実から分糊した閣のそれぞれについて，ツバキの葉と県実に接H[試験を行った。

その紡県はいやれのî'Gi も業主T よび、果実l乙 l リj らかに ~rÀj)J;['I''f:を示し， f'I r.{~に発病したものと同ーの

病微を呈した。チヤの:東:に接tiJtした場合もツパキと II;J様の的政Eを形成し， IiJJ らかに病阿佐の 3う

るととがわかった。きわめて幼若な215の場合には無傷の部分からも菌が位入ずるらしいが，老成

した~や幼若なよl~実では俗応部分を題じてだけ発的し，とのî'tiはいわゆる傷痕殺生出iに属し，イi'I

らかの山1'，1で夫皮に傷がある場合以外にはとれを佼す能力がないものと祭せられる。たゐ，病山

性の強弱ゐよび;発病経過は~のI岩も，また*実のlïi も I;;J--でその 11\1 に ~'ç:は認められなかった。

由々しつ~Þ..fIH(1句性Tしすなわち各種土庁主主主にたける芭i叢の発育，付徴，立1糸の発7すと温度， ;J¥: 

京イオン政!立との関係，分生胞子の発芽条i'I'など心江氏点に沿いて，江主のr'i，j も県実のj'tj もほとん

ど II;J ーであった。ただやや顕;年な~(~があるととは，土j干養JAl:の分生JJ包ニ{.の JI'b IJJ(f'rU1tで，県呉1コ

菌ではうト~I~胞子が形成される時芸品でも~のj'tjでは形成ーされなかったにまた民のfüで1土胞子

の形成をごみない水素イオン限度で，果実の菌では多量の胞子が形成されるととなどがあった。

葉のrM とリミ笑の菌の形態(I'WJ:伐をみると，形状，大きさとも全く主はな L、。つぎに従来ツパキ

公よびチヤに記;1売されている数慌の Pestalotia l~i と著:xーらのWJを比較すると ， P. gueρtm 

DES;I[.の形状，大きさにほとんど-致する。ただ少しく異なる点は繊 Eの数で ，P. gueρini で

は 3 本を官辺とし， 1 ~ 3 イらまれに 4 本とされているが，著者らの菌では 1~2 本のものが

ほとんど人-部分で 3 本の場合は例外的に認、められるにすぎない。左手ま，著者らの菌は分生胞子

が形成される基質によって繊毛数l亡差をきたすもののようで，寒天陪養基では繊毛 1 本の胞子

が 2 本のものよりも逢かに多いととも普通に起る。とのように，識毛数において若子の主がな

しとはし友いが，その他の点では P. gueρtm の記載とはなはだよく一致する。

以上述べた病原性，生理的性質p 形態などの比較研究の結果から，葉の菌と果実の菌は同一

でp 従来ツパキゐよぴ、チヤの Gray blight (茨色葉枯病)の病原菌として記載されている P.

gueρini DESM. をとれにあててよいものと考える。
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Plate 1 

図版説明
(Explanation of plates) 

A. Leaves of Camellia jaμnica attacke::i by Pestalotia gUJρ l 1U (P. guゅini に侵された γ パ
キの葉) x 1 

B. Fruits of C. ja抑制ca attacked by P. gueρlnZ (P. guePini に侵されたツバキの果実) x 1 
a~c: diseased fruits (際病呆) ; d~e: healthy fruits (健全来)

C. Spore-horns of P. gueρini forme::i on the leaf of C. jaρonica treated in moist chamber 
(混室処J'I~によってツバキの葉に形成された P. guゅini の胞子角) x 5 

D. Acervulus of P. gz円Pini forme::i on the fruit of C. jaρonica ( ツパキの呆実に形成された
P. gltéψini の分生子i佳) x150 

E. Conidia and conidiophor巴S of P. guゅÎlû on the leaf of C. jaρonica ( ツバキrtIi上の P.
guePini の分生胞子および分生子煩) x560 

Plate 2 

A. Leaves of C. jゅonicαinoculated with P. guゆini (Isol旦te-L) ( ツバキの奨に対する接種試
験) x5/6 , (Aug. 12~Sept. 7, J953). 
a: wounded from lower surface of leaf (葉の裏面から付傷接種) ; b: burned wounded 
from upper surfac巴 of the leaf (葉の表面から娩傷接種) ; c: wounded from upper surface 
of the leaf (業の表面から付傷後随)

B. Leaves of C. jaρonica inoculated with P. guψini (Isolate-L) (ツバキの奨に対する接種試
験) x 2 (July 10~July 25, 1953) 
a: burn告d wounded from uppεr surfac色 of the leaf (奨の表面から1'JE傷接極) ; b: woun，deヨ
from upper surface of the leaf (業の表面から付傷接種)

C. Leaf of C. japonica inoculated with P. gueρini (Isolate-F) (ツバキの対に対する後種試
験) x 7/6 
By wound inoculation (付傷接種) (Aug. 12-Sept. 7, 1953) 

D. Ditto. Enlargement of the inoculated part (同上，接種部の拡大) x 2-" 
E. Young leaves of C. japonica inoculated with P. gueρini by Petri dishγmethod (ツバキ

のÝ;JJ若葉に対‘するJ安種試験)・ After 5 days at 25vC. 
a~c: by Isolate-L; d~f: by Isolate-F. 
a , d: unwounded inoculation (無傷接種) ; b , e: wounded inoculation (付傷接種) ; 
c, f: burned wounded inoculation (焼傷接種)

Plate 3 
A. Fruits of C. ja.1うonica inoculated with P. guePini (Isolate.L) (Isolate-L に土るツバキの
果実に対する接種試験) x 1 

B. Fr,üts of C. jαβ'Onica inoculateヨ with P. guゅini (Isolate-F) (Isolate.F によるツバキの

果実に対する接種試験) x 1 
a: unwounded inoculation (無傷接種) ; b: wound告d inoculation (付傷接種) ; c: check 

(対照) (left, unwounded; right , wounded). 
C. Leaves of Thed sinensis inoculated with P. gueβini (チヤの葉に対する接種試験) x 1 

(Aug. 12~Sept; 7, 1953) 
a: Isolate'L, burned wounded inoculation (燦傷接種) ; 
b: Isolatε.F ， wounded inoculation (付傷接種) ; 

c: Isolate-F, bumed wounded inoculation (焼傷接種)
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Plate 4 
A. Mycelial colony of P. guePini (Isolate.L) on potato agar. After 25 days at 250C 

(Isolate-L の菌叢) x 7/10 
B. Mycelial colony of P. gu::ρini (Iso!ate-F) 0口 potato agar. After 25 days at 250C. 

(Isolate勾F の菌叢) 7/10 
C-D Effect of temperatures on mycelial growth of P_ gueρini on potato agar after 
4 days (菌糸の発育に及ぼす温度の影響(馬鈴薯寒天， 4 日後)
C.. .. Isolate-L; D.... Isolate-F. 
a, 60C; b, 80C; c, 140C; d, 180C; e, 20oC; f, 220C; g, 250C; h, 280C; i, 360C; 

j , 41 0C。

E. Effect of pH on mycelial growth and conidial production of P. guePini (菌糸の発育お
よび分生Jj包子の形成に及(ます pH の影響). After 4 days at 250C. 
Upper sεries (上段)， Isolate-L; lower series (下段)， Isolat邑-F

a, pH5.0; b, pH5.4; c, pH5.6; d, pH7.0; e, pH7.8; f , pH8.6; g, pH8.8 
Photo. from the bottom of the dishes (Petri 皿の裏面から撮影)

Kazuo hô , O>:amu CII TJ)A, Kaoru 011'け and Yoshiyuki HosλKA: 
Pesialoiia Disea>:e of Camellia jaρonica L. 

R駢m� 

Camellia jaρonica L., which is wel1 known as an ornamental tree , has been 
cultivatecl economical1y in the wuthern clistricts of Japan to utilize the oil from 
the seecls. 

In Toshima and Niijima belonging to the Izu Islancls , the authors observed 
that young fruits of C. jaρonica ， as well as leaves of the same tree, were 
attacked by a fungus of the genus Pesialoiia , showing remarkable symptoms 
(Plate 1 , A, B). 

Two isolates of the fungus were obtained from eaC'h of the diseased leaf 
and fruit , and were named Isolate-L and Isolate-F, respectively. 

Inoculation experiments with tne two isolates of the fungus to the leaves 
and tﾍ1e young fruits of C. jaρonica were made thoroughly (Tables 1-6). Rewlts 
of the experiments showed that tﾏlere we1'e no clifferences in the virulence of 
pathogenicity between tﾍ1ese two isolates and that they could gain entrances only 
througﾍ1 wounds , but not through healthy epidermis (Plate 2 , A, B, C, E; Plate 3 , 
A, B). The same symptoms were induced on the lea可es of Thea sinen"is L. by 
inoculation experiments (Tabl色s 7-8, Plate 3 , C). 

Various physiological or ecological characters of the two isolates were 
studied on tﾍ1e following subjects: Macroscopic appearances of the mycelial 
. colonies on various aga1'-media (Table 9) , relation between the mycelial growth 
and temperatu1'e (Tables 10-1]) , effects of H -ion concentration on tﾍ1e mycelial 
growth and tﾍ1e conidial formation (Table 14) , relation between the conidial 
fo1'mation anc1. tempe1'atu1'e (Tables 12-13) , relation between the ge1'mination of 
conidia and tempe1'atu1'e (Table J7) and effects of H-ion concent1'ation on tﾏ1e 
germination of conidia (Table 18) , etc. 

Results obtained showed no rema1'kable diffe1'ences in physiological 01' 

ecological cha1'acters between these two isolates, excepting the fact that degree 
of conidial production on aga1'-media of Isolate-F was conspicuously large1' than 
tl:at of Isolate-L (Plate 4 , A, B, E). 

Morphologically, the two isolates we1'e ve1'y alike (Tables 20-22) , and the 
autho1's' fungus was ve1'y simila1' to Pestaloiia gueρini DES)I. causing the gray 
b1ight of Thea sinensis and C. jaρonica ， thou�;h some dive1'sities were recognized 
in the number of setae of the conidia (Tables 21-23 , Text-figs. 3-5, Plate 1, D , E). 

From the foregoing facts the authors come to the conclusion that the fungus 
causing the gray blight of the leaves is the same as the fungus attacking the 
fruits and the organism may be identical with Pestalotia gueρini DES:鑞I. 

LATIOIL¥'J'ORY OF FOREST P A'fHOLOGY, 
GOYEnX)IEX'l' FOHEST EXPImDIECI;T STA吐'IOX ，

Mj，ヨurHO ， TOKYO , JAl七\X.
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